




発刊にあたって

朝倉市長 林 　裕　二

平成 29 年 7 月 5 日、誰も経験したことのないような大雨は、のちに「平成 29 年 7 月

九州北部豪雨」と名付けられ、朝倉市に未曾有の被害を与え、多くの尊い市民の生命と

財産を奪いました。

山津波が大規模な土砂や流木、浸水を発生させ、市内の各地で家屋の流失、道路や河

川の崩壊、農作物の被害など、広範囲にわたり甚大な被害を受けました。

特に河川では、その至るところが上流部から流れてきた土砂で埋め尽くされ、屈曲し

た河川が直線的な河川となり原形をなくし、その復旧工事には、改良復旧のほか、赤谷

川流域においては、権限代行による県管理河川の復旧工事を国が全国で初めて実施する

など、災害復旧事業自体が被災の甚大さを物語っています。

このような中、自衛隊、警察、消防、国土交通省ほか多くの関係機関の皆様や、延べ

５万人を超えるボランティアの方々、そして国、県、他自治体から応援職員の皆様の災

害対応へのご協力、また、国内外から物資、義援金など多くの温かいご支援を賜り、こ

こに改めまして心から感謝し、お礼を申し上げます。

今回の豪雨災害による被害は、想像を絶するほど甚大であり、復旧・復興はいまだ道

半ばの状況です。一日も早い復興を成し遂げるため、平成 30 年 3 月に「朝倉市復興計画」

を策定しました。元の平穏な生活と自然豊かな美しい朝倉を取り戻し、将来世代に渡っ

て安心して暮らせるまちづくりを朝倉市民一丸となって取り組んでまいります。

将来世代に美しい朝倉を伝えるとともに、「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」による被害

と災害対応など当時の状況を整理し教訓としていただけるよう、災害の記録として取り

まとめ、後世に伝えていくことにしました。災害の記憶を風化させることなく、二度と

このような災害がないことを願いつつ、発刊のあいさつとさせていただきます。
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